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　 業 務 概 要

　　１．既設暖房設備撤去　　・・・　　一式
　　２．暖房設備更新　　　　・・・　　一式

　特記事項

　　記載してある事項以外で疑義が生じた場合は、担当職員と協議のうえ業務を行うこと。

断熱材被覆銅管　　　　（屋内、屋外）

硬質ポリ塩化ビニル管　（屋内、屋外）ド レ ン 管 D

R

名 称 記 号 材 質 備 考

冷 媒 管

管種凡例

　　本業務は、園芸振興センターの４号、５号、６号ハウスの暖房設備を修繕する業務である。

工事場所：秋田市仁井田字小中島地内

秋田市園芸振興センター
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配置図　S=1:400
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業 務 範 囲

11号ハウス

Ｎ

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

業務名

秋 田 市 産 業 振 興 部 園 芸 振 興 セ ン タ ー

Ｍ　／０１
１：４００
１：５,０００

付近見取図、配置図

園芸振興センターハウス暖房設備修繕業務

令和４年５月１７日
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機　器　名　称 仕　　様 数　量 備　考記　号

ヒートポンプエアコン 新設

参考型番　ROA-RP1403HS-W

2

（室外機） 冷房能力　12.5kw　暖房能力　14.0kw

p140形　三相200V　5馬力ACP-1

ACP-1-1

参考型番　AIF-RP1403H-W

p140形　三相200V　5馬力　床置形スタンドタイプ

（室内機） 冷房能力　12.5kw　暖房能力　14.0kw

2 新設ヒートポンプエアコン

コンクリート基礎：300H程度

暖房設備機器表（改修後）暖房設備機器表（改修前）

機　器　名　称 仕　　様 数　量

11

備　考

地下水ヒートポンプ　EX-ACHP-250　三相200V　10馬力

冷房能力　25.0kw　暖房能力　30.4kw

撤去

記　号

AHP-1 地下水熱ＨＰ冷暖房機

設定温度範囲　10℃～30℃以上

制御基板コーティング

コンクリートブロック基礎（転倒防止用ワイヤー取付け）

以降詳細図１参照 以降詳細図２参照
【撤去】

10馬力
地下水ＨＰ冷暖房機

　　No.1井戸ポンプより 　　No.1井戸ポンプより
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４号ハウス平面図（改修前）　S=1:100 ４号ハウス平面図（改修後）　S=1:100

詳細図１　S=1:20 詳細図２　S=1:20

※ ハウス内機器の電気配線の解線作業は本業務範囲である。

※ コントローラ内のＰＬＣは再利用するため、撤去しない。

※ 機器に附帯する配管（冷媒、ドレン）作業や、電気配線作業も本業務範囲である。

※ 既存の温室複合環境自動制御盤にＰＬＣを介して接続するものとする。

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

業務名

Ｍ　／０２

秋 田 市 産 業 振 興 部 園 芸 振 興 セ ン タ ー

１：１００
１：２０

園芸振興センターハウス暖房設備修繕業務

４号ハウス平面図（改修前後）、詳細図（１、２）

令和４年５月１７日
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機　器　名　称 仕　　様 数　量 備　考記　号

ヒートポンプエアコン 新設

参考型番　ROA-RP1403HS-W

2

（室外機） 冷房能力　12.5kw　暖房能力　14.0kw

p140形　三相200V　5馬力ACP-1

ACP-1-1

参考型番　AIF-RP1403H-W

p140形　三相200V　5馬力　床置形スタンドタイプ

（室内機） 冷房能力　12.5kw　暖房能力　14.0kw

2 新設ヒートポンプエアコン

コンクリート基礎：300H程度

暖房設備機器表（改修後）暖房設備機器表（改修前）

機　器　名　称 仕　　様 数　量

11

備　考

地下水ヒートポンプ　EX-ACHP-250　三相200V　10馬力

冷房能力　25.0kw　暖房能力　30.4kw

撤去

記　号

AHP-1 地下水熱ＨＰ冷暖房機

設定温度範囲　10℃～30℃以上

制御基板コーティング

コンクリートブロック基礎（転倒防止用ワイヤー取付け）

以降詳細図参照 以降詳細図２参照
【撤去】

10馬力
地下水ＨＰ冷暖房機
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５号ハウス平面図（改修前）　S=1:100 ５号ハウス平面図（改修後）　S=1:100

詳細図１　S=1:20 詳細図２　S=1:20

※ ハウス内機器の電気配線の解線作業は本業務範囲である。

※ コントローラ内のＰＬＣは再利用するため、撤去しない。

※ 機器に附帯する配管（冷媒、ドレン）作業や、電気配線作業も本業務範囲である。

※ 既存の温室複合環境自動制御盤にＰＬＣを介して接続するものとする。

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

業務名

秋 田 市 産 業 振 興 部 園 芸 振 興 セ ン タ ー

Ｍ　／０３
１：１００
１：２０

園芸振興センターハウス暖房設備修繕業務

５号ハウス平面図（改修前後）、詳細図（１、２）

令和４年５月１７日
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機　器　名　称 仕　　様 数　量 備　考記　号

ヒートポンプエアコン 新設

参考型番　ROA-RP1403HS-W（室外機） 冷房能力　12.5kw　暖房能力　14.0kw

p140形　三相200V　5馬力ACP-1

ACP-1-1

参考型番　AIF-RP1403H-W

p140形　三相200V　5馬力　床置形スタンドタイプ

（室内機） 冷房能力　12.5kw　暖房能力　14.0kw

新設ヒートポンプエアコン

コンクリート基礎：300H程度

暖房設備機器表（改修後）暖房設備機器表（改修前）

機　器　名　称 仕　　様 数　量

11

備　考

地下水ヒートポンプ　EX-ACHP-250　三相200V　10馬力

冷房能力　25.0kw　暖房能力　30.4kw

撤去

記　号

AHP-1 地下水熱ＨＰ冷暖房機

設定温度範囲　10℃～30℃以上

制御基板コーティング

コンクリートブロック基礎（転倒防止用ワイヤー取付け）
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以降詳細図参照10馬力
地下水ＨＰ冷暖房機
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詳細図　S=1:20

※ ハウス内機器の電気配線の解線作業は本業務範囲である。

※ コントローラ内のＰＬＣは再利用するため、撤去しない。

※ 機器に附帯する配管（冷媒、ドレン）作業や、電気配線作業も本業務範囲である。

※ 既存の温室複合環境自動制御盤にＰＬＣを介して接続するものとする。

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

業務名

秋 田 市 産 業 振 興 部 園 芸 振 興 セ ン タ ー

Ｍ　／０４
１：１００
１：２０

園芸振興センターハウス暖房設備修繕業務

６号ハウス平面図（改修前後）、詳細図

令和４年５月１７日
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暖房設備機器表（改修前）

機　器　名　称 仕　　様

地下水ヒートポンプ　EX-ACHP-250　三相200V　10馬力

冷房能力　25.0kw　暖房能力　30.4kw

記　号

AHP-1 地下水熱ＨＰ冷暖房機

地下水熱ＨＰ冷暖房機AHP-2 地下水ヒートポンプ　EX-ACHP-250　三相200V　5馬力

冷房能力　25.0kw　暖房能力　15.3kw

備　考

撤去

撤去
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1-1

1
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1-1
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1
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機　器　名　称 仕　　様 数　量 備　考記　号

ヒートポンプエアコン 新設

参考型番　ROA-RP1403HS-W（室外機） 冷房能力　12.5kw　暖房能力　14.0kw

p140形　三相200V　5馬力ACP-1

ACP-1-1

参考型番　AIF-RP1403H-W

p140形　三相200V　5馬力　床置形スタンドタイプ

（室内機） 冷房能力　12.5kw　暖房能力　14.0kw

新設ヒートポンプエアコン

コンクリート基礎：300H程度

暖房設備機器表（改修後）

設定温度範囲　10℃～30℃以上

制御基板コーティング

コンクリートブロック基礎（転倒防止用ワイヤー取付け）
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５号ハウス（１０馬力）４号ハウス（１０馬力）
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４号、５号、６号ハウス ４号、５号ハウスのみ
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立面図（改修前）　S=1:200

X2通りY2通りX1通り

立面図（改修後）　S=1:200

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

業務名

秋 田 市 産 業 振 興 部 園 芸 振 興 セ ン タ ー

Ｍ　／０５１：２００

立面図（改修前後）

園芸振興センターハウス暖房設備修繕業務

令和４年５月１７日



機　器　名　称 仕　　様記　号

ヒートポンプエアコン

（室外機） 冷房能力　12.5kw　暖房能力　14.0kw

p140形　三相200V　5馬力ACP-1

コンクリート基礎：300H程度

備　考

新設

参考型番　ROA-RP1403HS-W

機　器　名　称 仕　　様記　号 備　考

ACP-1-1 p140形　三相200V　5馬力　床置形スタンドタイプ

（室内機） 冷房能力　12.5kw　暖房能力　14.0kw

ヒートポンプエアコン

設定温度範囲　10℃～30℃以上

制御基板コーティング

コンクリートブロック基礎（転倒防止用ワイヤー取付け）

新設

参考型番　AIF-RP1403H-W
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 基礎コンクリート
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設備図（室外機据付け参考図）　　S＝1/10

設備図（室内機据付け参考図）　　S＝1/10

GLGL

吸込口

吹出口

転倒防止ワイヤー

図面名

作成年月日

縮尺 １：１００ 図面番号

会社名

事業者名

業務名

秋 田 市 産 業 振 興 部 園 芸 振 興 セ ン タ ー

設備図（室外機、室内機据付け参考図）

Ｍ　／０６

園芸振興センターハウス暖房設備修繕業務

令和４年５月１７日
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ＦＥＰ（６５）

ＦＥＰ（６５）

Ｅ　１４×２

Ｅ　１４×２

～

ＦＥＰ（３０）

接地線

電灯キュ－ビクル ～ LP-4

動力キュ－ビクル ～ LP-4

ＥＭ－ＣＥ５．５－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＴ　３８

Ｅ　５．５×２

Ｅ　５．５×２

ＦＥＰ（５０）

～

ＦＥＰ（３０）

接地線 Ｅ　５．５×２

ＦＥＰ（５０）

ＦＥＰ（５０）キュ－ビクル ～ LP-5 電灯

キュ－ビクル ～ LP-5 動力

ＥＭ－ＣＥ５．５－３Ｃ

～

ＦＥＰ（３０）

接地線 Ｅ　５．５×２

キュ－ビクル ～ LP-6 電灯

キュ－ビクル ～ LP-6 動力

ＥＭ－ＣＥ５．５－３Ｃ

～

～

井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤

井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤

キュ－ビクル

ＥＭ－ＣＥＴ　３８

～ＢＲＩＤ EM-FCPEE0.65-10P　ｘ　5 ＦＥＰ（５０）ｘ１2～6号BRID

～ＢＲＩＤ 2号BRID EM-FCPEE0.65-10P　ｘ　1

～ＢＲＩＤ EM-FCPEE0.65-10P　ｘ　13号BRID

～ＢＲＩＤ EM-FCPEE0.65-10P　ｘ　14号BRID

～ＢＲＩＤ EM-FCPEE0.65-10P　ｘ　1

～ＢＲＩＤ EM-FCPEE0.65-10P　ｘ　1

5号BRID

5号BRID

ＥＭ－ＣＥＴ　２２

ＥＭ－ＣＥＴ　２２

ＥＭ－ＣＥＴ　２２

ＥＭ－ＣＥ　１４－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥ　１４－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥ　１４－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＴ　２２

ＥＭ－ＣＥＴ　３８

ＥＭ－ＣＥＴ　３８

ＦＥＰ（５０）

ＦＥＰ（５０）

～ ＦＥＰ（３０）井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤 ＥＭ－ＣＥ１４－３Ｃ Ｅ５．５

～ 井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤

ＦＥＰ（５０）ＥＭ－ＣＥＴ　３８　Ｅ５．５

～キュ－ビクル L-7～L-14 ＥＭ－ＣＥＴ　３８

Ｅ　５．５×２
ＦＥＰ（６５）

Ｅ　５．５×２

L-12,13,14 ～ L-15～L-20 ＥＭ－ＣＥ５．５－３Ｃ

ＦＥＰ（３０）

ヨビ

ヨビ

ＥＭ－ＣＥ１４－３Ｃ Ｅ５．５

ＥＭ－ＣＥ１４－３Ｃ Ｅ５．５

ＦＥＰ（４０）ｘ２

ＦＥＰ（４０）ｘ２

ＥＭ－ＣＥＴ　２２　Ｅ５．５

ＥＭ－ＣＥＴ　２２　Ｅ５．５

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（４０）井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤

井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤 ～

井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤 ～

～ ＦＥＰ（３０）井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤 ＥＭ－ＣＥ１４－３Ｃ Ｅ５．５井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤

井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤

＊立上がりはＶＥ管保護

既存ＦＥＰ（５０）

既存ＦＥＰ（５０）

既存ＦＥＰ（５０）

既存ＦＥＰ（５０）

既存ＦＥＰ（５０）

既存ＦＥＰ（５０）

既存ＦＥＰ（５０）

既存ＦＥＰ（５０）

既存ＦＥＰ（５０）

既存ＦＥＰ（８０）

既存ＦＥＰ（８０）

既存ＦＥＰ（８０）

既存ＦＥＰ（８０）

既存ＦＥＰ（８０）

既存ＦＥＰ（８０）

B

C

D

E

F

ＥＭ－ＣＥ　１４－３Ｃ

～ 電灯LP-1キュ－ビクル

ＥＭ－ＣＥＴ　１００

ＥＭ－ＣＥ５．５－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥ　１４－３Ｃ

キュ－ビクル ～ LP-1 動力

キュ－ビクル ～ LP-2 電灯

キュ－ビクル ～ LP-2 動力

キュ－ビクル ～ LP-3 電灯

動力

電灯

LP-3～キュ－ビクル

キュ－ビクル ～ LP-4

動力キュ－ビクル ～ LP-4

キュ－ビクル ～ LP-5 電灯

キュ－ビクル ～ LP-5 動力

キュ－ビクル ～ LP-6 電灯

キュ－ビクル ～ LP-6 動力

ＥＭ－ＣＥＴ　６０

ＥＭ－ＣＥ５．５－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＴ　３８

ＥＭ－ＣＥ５．５－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＴ　３８

ＥＭ－ＣＥ５．５－３Ｃ

キュ－ビクル

～

～ Ｅ　１４×２

ヨビ

井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤 井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤

キュ－ビクル ～ LP-3 電灯

動力

電灯

LP-3～キュ－ビクル

キュ－ビクル ～ LP-4

動力キュ－ビクル ～ LP-4

キュ－ビクル ～ LP-5 電灯

キュ－ビクル ～ LP-5 動力

キュ－ビクル ～ LP-6 電灯

キュ－ビクル ～ LP-6 動力

ＥＭ－ＣＥＴ　６０

ＥＭ－ＣＥ５．５－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＴ　３８

ＥＭ－ＣＥ５．５－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＴ　３８

ＥＭ－ＣＥ５．５－３Ｃ

キュ－ビクル ～ Ｅ　１４×２

ＦＥＰ（６５）ｘ２

ＦＥＰ（８０）ｘ３

ＦＥＰ（６５）ｘ３

ＦＥＰ（６５）ｘ５

ヨビ ＦＥＰ（６５）ｘ２

キュ－ビクル ～ LP-3 電灯

動力

電灯

LP-3～キュ－ビクル

キュ－ビクル ～ LP-4

動力キュ－ビクル ～ LP-4

ＥＭ－ＣＥＴ　６０

ＥＭ－ＣＥ５．５－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＴ　３８

ＦＥＰ（６５）ｘ３

キュ－ビクル ～ Ｅ　１４×２

～ＢＲＩＤ EM-FCPEE0.65-10P　ｘ　5 ＦＥＰ（５０）ｘ１

ヨビ

キュ－ビクル ～ LP-5 電灯

キュ－ビクル ～ LP-5 動力

キュ－ビクル ～ LP-6 電灯

キュ－ビクル ～ LP-6 動力

ＥＭ－ＣＥ５．５－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＴ　３８

ＥＭ－ＣＥ５．５－３Ｃ ＦＥＰ（６５）ｘ２

キュ－ビクル ～ Ｅ　１４×２

～ＢＲＩＤ 3,4号BRID EM-FCPEE0.65-10P　ｘ　2

ヨビ ＦＥＰ（６５）ｘ２

～キュ－ビクル L-7～L-14 ＥＭ－ＣＥＴ　３８

Ｅ　５．５×２
ＦＥＰ（６５）

キュ－ビクル ～

～ ＦＥＰ（３０）

井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤

井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤井戸ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤 ＥＭ－ＣＥ　１４－３Ｃ

ヨビ ＦＥＰ（６５）ｘ１

～ＢＲＩＤ EM-FCPEE0.65-10P　ｘ　2

ＦＥＰ（４０）ｘ１

ＦＥＰ（４０）ｘ１5,6号BRID

2～6号BRID

ＥＭ－ＣＥＴ　２２

ＥＭ－ＣＥＴ　２２

ＥＭ－ＣＥＴ　２２

ＥＭ－ＣＥ　１４－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＴ　２２

ＥＭ－ＣＥ　１４－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥ　１４－３Ｃ

ＥＭ－ＣＥＴ　３８ ＦＥＰ（５０）

ＦＥＰ（６５）ｘ２

ヨビ 既存ＦＥＰ（８０）

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

業務名

秋 田 市 産 業 振 興 部 園 芸 振 興 セ ン タ ー

配置図（電灯、動力　幹線図）

Ｅ　／０１

園芸振興センターハウス暖房設備修繕業務

１：４００

令和４年５月１７日

掘削土

掘削土 掘削土
750

450 900

750

凡例

当該修繕業務に係る幹線設備（参考）

凡例

業 務 範 囲

浄化槽
既存ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

LP-1

LP-2

L-7

L-8

L-9

L-10

LP-3

LP-4

LP-5

LP-6

L-18

L-19

L-20

L-15

L-16

L-17

L-12

L-13

L-14

L-11

井戸制御盤 
 井戸制御盤

井戸制御盤 

井戸制御盤 

配置図　S=1:400

前面道路（幅員14ｍ）
進入路

構内道路

構
内

道
路

作
業
道

作業道

作
業
道

構内道路

作業道

作
業
道

BRID
 BRID

 BRID  BRID

BRIDBRID

作
業
道

55,350

管理棟

研修棟

格納庫棟

駐車場

作業棟
苗ﾃﾗｽ

6,
0
00

1
00

,
00

0
62

,
90

0
6
,0

0
0

駐車場

100,000

1号ハウス 2号ハウス
7号ハウス

8号ハウス

9号ハウス

10号ハウス

6,000

20号ハウス18号ハウス 19号ハウス

17号ハウス15号ハウス 16号ハウス

14号ハウス12号ハウス 13号ハウス11号ハウス

堆肥舎

110,000

4号ハウス 6号ハウス5号ハウス3号ハウス

Ｎ



負
荷
容
量

幹
線
サ
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負
荷
名
称

Ｎ
ｏ
．

Ａ
Ｆ
／
Ａ
Ｔ

Ｍ
Ｃ
Ｂ
容
量

ＶＳＦ
Ｖ ３００Ｖ

ＡＳ

ＣＴ×２ Ａ

６６００／２１０－１０５Ｖ

３
Ｐ

３
Ｐ

３
Ｐ

３
Ｐ

３
Ｐ

３
Ｐ

３
Ｐ

３
Ｐ

３
Ｐ
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０
０
／
１
０
０
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図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

業務名

秋 田 市 産 業 振 興 部 園 芸 振 興 セ ン タ ー

単線結線図

Ｅ　／０２

園芸振興センターハウス暖房設備修繕業務

令和４年５月１７日

当該修繕業務に係る電気設備（参考）

凡例



50AF/30AT 

1 3W200 - 100V
キュービクルより

電圧(V) 遮断器 F/AT

100 50/20MCCB 2P

100 50/20MCCB 2P

ELCB 3P

電圧(V)遮断器F/AT

10050/20 MCCB 2P

10050/20 MCCB 2P

200

3      3W

商 用

10 0/200電 圧

相 線

種 別

定 格 電 流

1     3W

商 用

3 3W　200V

100/75A

Ｗ

ELCB 3P

キュービクルより

MCCB 3PMCCB 3P ヒートポンプ8.5kW

Ｌ Ｐ － ４

CE5.5

5 0AF/30 AT 

8.5 kW

100AF/100AT 

CET38

ヨビ 50/20A

 (露 出 :Ｓ Ｕ Ｓ 製 )： 　 H300架 台 付

２ケ口露出コンセント付
盤内

1,260 VA

100 AF/10 0AT 

50AF/30AT 

1 3W200 - 100V
キュービクルより

電圧(V) 遮断器 F/AT

100 50/20MCCB 2P

100 50/20MCCB 2P

ELCB 3P

電圧(V)遮断器F/AT

10050/20 MCCB 2P

10050/20 MCCB 2P

200

3     3W

商 用

100/2 00電 圧

相 線

種 別

定 格 電 流

1     3W

商 用

3 3W　200V

100/75A

Ｗ

ELCB 3P

キュービクルより

MCCB 3PMCCB 3P ヒートポンプ8.5kW

CE5.5

50AF/ 30AT 

8. 5kW

100AF/100AT 

CET38

ヨビ 50/20A

Ｌ Ｐ － ５

 (露 出 :Ｓ Ｕ Ｓ 製 )： 　 H300架 台 付

２ケ口露出コンセント付
盤内

1,2 60VA

1 00AF/1 00AT 

50AF/30AT 

1 3W200 - 100V
キュービクルより

電圧(V) 遮断器 F/AT

100 50/20MCCB 2P

100 50/20MCCB 2P

ELCB 3P

電圧(V)遮断器F/AT

10050/20 MCCB 2P

10050/20 MCCB 2P

20 0

3     3W

商 用

100 /200電 圧

相 線

種 別

定 格 電 流

1     3W

商 用

3 3W　200V

Ｗ

キュービクルより

MCCB 3PMCCB 3P ヒートポンプ

CE5.5

50/20A

Ｌ Ｐ － ６

480V A

50A F/30A T 

3.3kW 50/40A

 (露 出 :Ｓ Ｕ Ｓ 製 )： 　 H300架 台 付

２ケ口露出コンセント付
盤内

7.3kW

50AF/ 50AT 

ELCB 3P 50AF/50AT 

4.0kWヒータ

CET22

４号ハウス ５号ハウス ６号ハウス

※５馬力２台に合わせて遮断器を変更 ※５馬力２台に合わせて遮断器を変更 ※再利用

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

業務名

秋 田 市 産 業 振 興 部 園 芸 振 興 セ ン タ ー

電灯、動力盤図

Ｅ　／０３

園芸振興センターハウス暖房設備修繕業務

令和４年５月１７日

凡例

当該修繕業務に係る電気設備（参考）


